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あ と が き

 ことばというものは人と人をつな ぐ役割 も持つが、同時に人を抑圧す る力も持って いる。

筆者は昨年9月 にカナダに行った際に、「ことばが暴力として襲 いかかって くる」 というこ

とを経験 した。 ご存知のようにカナダは二言語多文化主義の国で、国 レベルの公用語 は英

語 とフランス語 の二つある。それ は トロン トか らモ ン トリオール(フ ランス語読みにする

とモンレアル)へ 向かうために並んだエ ア ・カナダのカウンターで起きた。チェックイ ン

の際、一緒 に旅を していた同僚(=フ ランス語教師)に ち ょっとした トラブルがあった。

そ こで彼 は フラ ンス語で説 明 を しよ うと した のだ が、対 応 した男性 の係員 に"Speak

English!" (英語を話せ!)と 怒鳴 られたのである。胸 にJ0hnと いう名札をつけたその

男性の態度 は威圧的でと りつ くしまもな く、人種差別 的な臭いさえ した。後で聞いた とこ

ろによる と、航 空会社 のカウンターでの職員のそ のよ うな態度 は、カナダでは十分に処罰

に値する ということであった。カナダの国是に照 らしてそれは当然で あろう。それに、そ

の ときの係員 とのや り取 りは傍に居た私 にさえ大 きなシ ョックを与え、怒 りと共 に一種 の

トラウマのようになって胸 に沈殿 した。 ことばで表現 された内容 に対 してではなく、「こと

ば 自体の否定」 は大きな暴力にな りうるのだ。それは存在がまるごと否定 されるよ うな感

覚 といった らいいだろうか。相手 との間に分厚 い壁が立ちはだかって しまう感覚 といった

らいいだろうか。それは絶対的な拒絶なのだ。

 ろう児は、 自分 のことばが尊重 されず、他者 の ことばを押 し付 けられる環境を長い間生

きてきた。 日本 ろう者劇団の米内山明宏 さんが聞いた 「声 を出せ」は上の 「英語 を話せ」

と同じ響 きだ。

「… そ れ で先生 に指 され て、私 の 発言 にな ったか ら手 話でや ったん です。 そ うし

た ら 『声 を出せ 』って 言わ れ ま した。 … 」(斉 藤1999,p.55)

いやそれ どころか、 自分の ことばさえ しっか り持てないろう児 も多くいるのだ。そ して、

私たちのほ とん どがその ことに気づかないで生きてきた … 知 らな いことはや っぱ り罪

だろうと思わ ざるをえない。

 私 はもっと多 くの人間が異言語 ・異文化 を生きる体験 をすべ きだと思 う。 ことばが通 じ

ない体験 、ことばを拒否され る体験、 自分の ことをわかっても らえな い体験、等々。ふだ

んあまりにも当た り前でそ こにある世界がほんの少 し不透明にな るとき、モ ノリンガル ・

★斉藤 道雄(1999)『 も うひ とつ の手話-ろ う者 の豊 かな 世界 』晶文社 .
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モ ノカルチ ュラルで堅牢な世界が少 し揺 さぶ られて隙間ができる。そ こに、他者へ思 いを

馳せる力が芽生えるのだ。

 湘南藤沢学会から再びリサーチメモという形で、新しいろう教育への道筋を提示する報

告書を発行できて嬉しい。

                                  2008年1月

                                  古石 篤子
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